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うどんは伝統的な料理であり、多くの地域で独自の種類のうどんが発展し、それは味だ

けではなく、ストレス軽減にも役立つなど、多くの栄養的なメリットをもたらされる。他

にも、地域においても重要な役割を果たしており、その文化的意義は大きい。 

 本研究は、うどんの食文化について魅力を広めることを目的とし、うどんの特徴、食文

化的背景、うどんの地域経済という観点から考えていく。 

 うどんの歴史、発展、未来についてみていく中で、うどんがどのように庶民化され、一

般的な食料となったのか。時代を追うごとに工業化が進み、どのような工夫がされてきた

のか、そして、今後うどんはどのように普及していき、その文化を保護していくための方

法について考えた。 

 その結果として、うどんは長い歴史を経て、アジアを中心として出来上がったグローバ

ルな料理であり、うどんの発展は、味の追求やバリエーションの増加だけでなく、消費者

や環境に対しての配慮がされており、さらに、地域経済と絡むことで多方面に発展してき

たことが分かった。 

 うどんは今後、さらに形を変え、世界中の人々に好まれるうどんがさらに増加していく

と予想され、時代とともに、時代に合った方法で文化や魅力を発信し、関心を向けさせる

ことで、さらなる発展に期待できる。 


